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＜「新型コロナウイルス感染症」にふりまわされないために＞ 

文部科学省よりお知らせがありましたのでお伝えします。テレビでは、生放送の番組でも出演者の距離

が離れており（ソーシャル・デイスタンス）間にはアクリル板の設置、今ではスタジオ外から個々がオン

ラインでのリモート中継でつながっている場面も多くなってきています。また、家庭においては買い物に

行けば、支払い場所では立ち位置が指定されており、レジとの間はビニールやアクリル板で仕切られてい

ます。何か人と人の心の距離までもが遮断されてしまうような気持ちにさせているのではないか感じます。

また、医療現場では多くの人が治療や感染終息のために取り組んでいることも報道されています。 

「日本赤十字社」では新型コロナウイルス感染症には「３つの“感染症”」の側面があると言われてい

ます。「病気」を予防することはもちろんですが「不安や恐れ」は人間の生き延びようとする本能を刺激

することから、ウイルス感染にかかわる人や対象を日常生活から遠ざけたり、差別するなど、人と人との

信頼関係や社会のつながりを壊してし 

まいます。嫌悪の対象を偏見や差別で 

遠ざけることで得られる安心感は本当 

の敵を見えなくしてしまいます。差別 

や偏見は、特定の人、地域職業などに 

対して「危険」「バイ菌」といったレ 

ッテルを貼る心理によって生まれます。 

３つの感染症の負のスパイラルを断ち 

切らなければなりません。 

〇第１の感染症を防ぐためには「手洗 

い」「咳エチケット(マスク着用)」 

「人ごみを避ける」などの行動を自 

分のためだけではなく周りの人のた 

めにもするという意識が大切です。 

〇第２の感染症にふりまわされないた 

めに、「気づく力を高める」「聴く 

力を高める」「自分を支える力を高 

める」が大切です。 

〇第３の感染症を防ぐためには、「こ 

の事態に対応しているすべての方々 

をねぎらい、敬意を払う」ことが大 

切です。 

松坂 

外出等日常生活に制限がかかり、不 

便を強いられることが多い中、こんな時 

だからこそ、自分たちの行動やこれから 

の振る舞いをよく考え、それぞれの立場 

でできることを行い、みんなが一つにな 

って負のスパイラルを断ち切れるようにしていくことが大切であると考えます。一日も早く平時の日常生活に

戻ることを願っています。学校ＨＰ(コロナウイルス関係)にも掲載しましたのでご確認ください。 

『であい、ふれあい、そして未来へ』～自分を発揮し 求め続ける白川っ子の育成～ 

学校ＨＰへ 

ＱＲコードで 

検索を！！ 
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